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過
重
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
労
働

災
害
の
被
害
者
ら
を
支
援
す
る
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
働
く
人
び
と
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
北
海
道
セ
ン
タ
ー
」（
札
幌
市
白
石

区
、
細
川
誉
至
雄
理
事
長
）が
発
足
50
周

年
を
機
に
記
念
冊
子
を
作
成
し
た
。
設
立

の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
成
果
な
ど

が
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
、
労
働
者
を
支
え

続
け
た
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
再
確
認
で
き

る
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　

冊
子『
い
の
健
北
海
道
セ
ン
タ
ー 

50
年

の
あ
ゆ
み
』は
本
年
７
月
末
に
完
成
、
８

月
上
旬
か
ら
関
係
者

な
ど
に
配
布
さ
れ
始

め
た
。
セ
ン
タ
ー
が

実
際
に
発
足
50
周
年

を
迎
え
た
の
は
昨
春

で
、
当
初
は
冊
子
も

昨
年
中
に
形
に
な
る

予
定
だ
っ
た
が
、
ウ

イ
ル
ス
禍
な
ど
で
作

業
が
遅
れ
て
完
成
が

今
夏
に
ず
れ
込
ん
だ
と
い
う
。
誌
面
に
は

こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
を
切
り
盛
り
し
て
き

た
関
係
者
や
活
動
を
支
え
て
き
た
専
門
家

な
ど
計
20
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
半

世
紀
を
振
り
返
る
一
文
を
寄
せ
た
ほ
か
、

貴
重
な
写
真
を
併
載
し
た
活
動
記
録
、
関

連
資
料
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
い
の
健
北
海
道
セ
ン

タ
ー
は「
北
海
道
職
業
病
対
策
協
議
会（
職

対
連
）」と
し
て
１
９
７
３
年
３
月
に
設
立
。

当
初
は
お
も
に
石
炭
塵じ
ん
ぱ
い肺
や
頸け

い
わ
ん腕
症
な
ど

身
体
的
な
労
災
の
被
害
回
復
を
支
援
し
て
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労
災
被
害
者
ら
支
え
続
け
て
半
世
紀

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
い
の
健
」が
記
念
冊
子
作
成

■
過
労
死
対
応
な
ど
深
刻
化
　
11
月
に
は
一
般
向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催過労・ハラスメントの絶えない現状を、木

幡秀男・いの健事務局長は「企業や官庁な
どが個人を犠牲にして組織を守った結果」
と指摘する（札幌市白石区の事務局）
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安
平
川
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
を
契
機
に

「
ラ
ピ
ダ
ス
」操
業
の
課
題
浮
き
彫
り

■
市
民
グ
ル
ー
プ
と
専
門
家
が
千
歳
川
な
ど
で
採
水
調
査
に
着
手

い
た
が
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
過
重

労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
問
題
が
増

え
続
け
、
鬱
な
ど
の
精
神
的
な
被
害
が
深

刻
化
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
冊
子
の

編
集
に
携
わ
っ
た
前
事
務
局
長
の
佐
藤
誠

一
さ
ん（
76
）は
、
表
面
化
し
に
く
い
被
害

の
根
深
さ
を
訴
え
る
。

「
労
災
被
害
と
の
闘
い
で
い
う
と
、
北
海

道
は
全
国
に
先
駆
け
て
活
発
な
地
域
で
、

い
の
健
北
海
道
の
よ
う
に
専
従
職
員
が
い

る
組
織
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。
た
だ
、

近
年
の
過
労
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
の
支

援
は
か
つ
て
の
労
災
支
援
よ
り
も
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
と
く
に
過
労
自
死
事
件

な
ど
は
ご
遺
族
が
声
を
上
げ
な
い
限
り
表

面
化
し
に
く
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま

す
」

　

セ
ン
タ
ー
で
は「
過
労
死
」と
い
う
言
葉

が
一
般
化
す
る
前
の
１
９
８
８
年
に「
過

労
死
１
１
０
番
」を
開
設
、
非
正
規
雇
用

拡
大
な
ど
の
影
響
を
見
据
え
て
逸
早
く
過

労
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
眼
を
向
け
て

き
た
。
３
年
前
か
ら
事
務
局
長
を
務
め
る

木
幡
秀
男
さ
ん（
63
）は「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
心
の
殺
人
」「
そ
れ
自
体
が
犯
罪
行
為
」

と
指
摘
す
る
。

「
問
題
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
何
十
年
経
っ
て
も
被
害
が
な
く
な
ら

な
い
の
は
、
ほ
か
の
先
進
国
で
は
あ
り
得

発
生
源
の
可
能
性
が
高
い
。

　

飲
用
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
こ
の
安

平
川
の
水
は
先
端
半
導
体
工
場「
ラ
ピ
ダ

ス
」の
水
源
に
も
利
用
さ
れ
、
排
水
処
理

後
は
千
歳
川
に
放
流
す
る
計
画
。
同
工
場

は
、
す
で
に
製
造
中
止
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

な
ど
は
使
わ
な
い
方
針
だ
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
は
多
数
の
類
似
物
質
が
あ
る
。
そ
れ
ら

は
半
導
体
の
洗
浄
に
も
使
用
さ
れ
、
千
歳

川
経
由
で
日
本
海
に
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

「
発
ガ
ン
性
の
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
全
国
的

な
話
題
に
な
る
中
、
道
は
10
年
ほ
ど
前
に

実
態
調
査
を
し
た
だ
け
で
し
た
。
し
か
し

今
回
、
安
平
川
で
の
汚
染
実
態
が
浮
上
し
、

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
千
歳
川

や
安
平
川
、
美
々
川
の
流
域
に
は
、
す
で

に
何
社
か
既
存
の
半
導
体
工
場
も
あ
る
。

北
海
道
の
人
た
ち
は
、
そ
こ
に『
ラ
ピ
ダ

ス
』が
加
わ
る
と
ど
う
な
る
の
か
─
─
と

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
」

　

こ
う
指
摘
す
る
の
は
、
40
年
間
に
わ
た

り
東
京
都
職
員
と
し
て
公
害
・
環
境
行
政

　

河
川
環
境
の
概
況
把
握
や
水
温
の
測
定

な
ど
を
済
ま
せ
、
採
取
し
た
水
は
日
本
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
准
教
授
に
送
付
。

９
月
中
に
も
分
析
結
果
が
示
さ
れ
る
。

　

藤
原
さ
ん
は「
ラ
ピ
ダ
ス
」問
題
な
ど
を

め
ぐ
り
、
道
に
対
す
る
情
報
公
開
の
開
示

請
求
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
関

連
の
文
書
は「
不
存
在
」と
さ
れ
る
な
ど
、

首
を
ひ
ね
る
よ
う
な
行
政
対
応
が
続
い
て

い
る
と
い
う
。

「
国
内
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
で
は
、
水
道
調

査
な
ど
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

道
庁
の
取
り
組
み
は
不
十
分
。
飲
み
水
や

日
常
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
問
題
で
あ

り
、
市
民
が
先
手
を
取
っ
て
調
査
し
、
行

政
に
働
き
か
け
る
時
期
で
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

は
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な

ど
、
全
国
的
に
も
身
近
な
環
境
問
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
で
は

『
ラ
ピ
ダ
ス
』の
操
業
が
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」

　

と
、
藤
原
さ
ん
は
市
民
自
身
が
学
習
・

調
査
を
進
め
、
そ
の
結
果
な
ど
を
元
に
行

政
や
企
業
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
く
。
安
平
川
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
構

図
や「
ラ
ピ
ダ
ス
」を
め
ぐ
る
道
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
次
号
以
降
に
深
堀
り
す
る
。

　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

国の飲用水の暫定基準値を超えるＰＦＡＳが
検出された安平川は、農業用水にも利用されて
いる（安平町内で）

千歳川に架かる日の出橋で採水する「北海道
ＰＦＡＳ調査隊」（８月 19 日・左端が呼びか
け人の藤原寿和さん）

　

北
海
道
は
７
月
16
日
、
安
平
川
を
水
源

に
す
る
苫
小
牧
地
区
工
業
用
水
道
第
２
施

設
か
ら
、国
の
飲
用
水
の
暫
定
目
標
値（
１

リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）を
超

え
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の

総
称
）を
検
出
し
た
と
発
表
し
た
。
安
平

町
内
を
流
れ
る
同
川
に
架
か
る
源
武
橋
付

近
で
は
目
標
値（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
種
の
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
値
）の
２
倍

近
い
数
値
を
示
し
て
お
り
、
町
内
で
長
年

操
業
し
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
処
分
場
が

に
携
わ
り
、
定
年
後
も
廃
棄
物
問
題
な
ど

で
全
国
を
奔
走
す
る
藤
原
寿
和
さ
ん（
千

葉
県
在
住
）。「
半
導
体
研
究
会
」を
主
宰
す

る
一
方
、
昨
年
秋
か
ら
は
毎
月
来
道
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ
自
由
学
校「
遊
」の

半
導
体
講
座
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
も

務
め
る（
６
月
号
を
参
照
）。

　

最
近
、
藤
原
さ
ん
の
呼
び
か
け
で「
北

海
道
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
隊
」が
誕
生
し
た
。

自
由
学
校「
遊
」の
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
江
別

市
や
苫
小
牧
市
の
市
民
団
体
メ
ン
バ
ー
、

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道
な
ど
の
有
志

ら
が
参
加
。
８
月
19
日
に
は
、
20
人
近
く

が
４
班
に
分
か
れ
、
千
歳
市
か
ら
恵
庭
市
、

北
広
島
市
、
江
別
市
に
か
け
て
の
千
歳
川

を
は
じ
め
め
、
美
々
川
や
安
平
川
に
架
か

る
20
カ
所
ほ
ど
の
橋
か
ら
河
川
水
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。

な
い
異
常
事
態
。
国
際
労
働
機
関（
Ｉ
Ｌ

Ｏ
）が
２
０
１
９
年
に
定
め
た
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
禁
止
条
約
の
批
准
に
も
、
日
本
は
消

極
的
で
す
。
個
々
の
企
業
や
官
庁
は
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
る
も
の
の
、
そ
も
そ
も

加
害
者
や
使
用
者
へ
の
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
い
な
い
た
め
、
結
果
的
に
窓
口
と
し
て

機
能
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
す
」

　

セ
ン
タ
ー
で
は
本
誌
な
ど
が
折
に
触
れ

て
伝
え
て
き
た
新
人
看
護
師
の
過
労
・
パ

ワ
ハ
ラ
死
事
件
や
自
治
体
職
員
自
殺
事
件

の
支
援
で
国
家
賠
償
な
ど
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
実
績
が
あ
り
、
こ
う
し
た
活
動
は
今

後
も
広
く
必
要
と
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

り
そ
う
だ
。

　

50
周
年
記
念
冊
子
は
近
く
一
般
へ
の
頒

布
も
始
め
る
予
定（
１
部
１
０
０
０
円
）。

ま
た
11
月
上
旬
に
は
セ
ン
タ
ー
主
催
で
過

労
死
問
題
な
ど
に
詳
し
い
専
門
家
ら
を
招

い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く（
札
幌
市
中
央
区

の「
か
で
る
２
・
７
」で
、
11
月
９
日
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）。
詳
細
は
、

左
掲
の
二
次
元
コ
ー
ド
参
照
。

（
小
笠
原 

淳
）
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北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
新

本
拠
地
と
な
っ
た
北
広
島
市
の
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
に
向
か
う
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
発
着
点
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
北
広

島
駅
西
口
。
こ
こ
で
来
年
３
月
に
開
業
す

る
複
合
ビ
ル「
ト
ナ
リ
エ
北
広
島
」が
完
成

に
近
づ
い
て
い
る
。
地
下
１
階
、
地
上
14

階
建
て
で
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な
ど
が
入

る
北
広
島
の
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
目

さ
れ
て
い
る
が
、
開
業
ま
で
半
年
を
切
っ

て
も
入
居
テ
ナ
ン
ト
の
発
表
が
行
な
わ
れ

ず
、
計
画
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
る
。

　

事
業
主
体
の
日
本
エ
ス
コ
ン（
本
社
東

京
・
大
阪
）に
よ
る
と
、
ビ
ル
自
体
は
一

部
を
除
き
８
月
中
に
ほ
ぼ
完
成
。
足
場
な

ど
が
取
り
外
さ
れ
、
黒
と
白
の
外
壁
が
目

に
つ
く
モ
ダ
ン
な
姿
を
現
し
て
い
る
。
９

月
以
降
は
、
内
装
工
事
の
ほ
か
、
ビ
ル
の

２
階
と
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
を
結
ぶ
屋
根
付
き

歩
行
者
デ
ッ
キ
の
建
設
が
始
ま
る
。

　

１
階
か
ら
３
階
ま
で
の
商
業
施
設
に
は

約
20
店
の
飲
食
店
な
ど
が
入
る
と
す
る
が
、

気
に
な
る
の
は
先
述
の
よ
う
に
テ
ナ
ン
ト

名
の
発
表
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

同
社
が
昨
年
10
月
に
行
な
っ
た
出
店
募

集
説
明
会
な
ど
で
は
、
今
年
３
月
ま
で
に

入
居
テ
ナ
ン
ト
の
店
舗
名
な
ど
を
明
ら
か

に
す
る
と
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
関
係
者

か
ら
は「
入
居
す
る
テ
ナ
ン
ト
企
業
と
は

随
時
、
契
約
を
結
ん
で
い
る
が
、
営
業
の

形
態
な
ど
を
テ
ナ
ン
ト
側
と
詰
め
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
公
表
は
オ
ー
プ
ン
直
前
に
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賃
料
の
高
さ
で
テ
ナ
ン
ト
募
集
に
苦
戦
？

北
広
島
駅
西
口
の
複
合
ビ
ル「
ト
ナ
リ
エ
」

■
球
場
直
結
の
新
駅
開
業
を
見
越
し
て
入
居
を
尻
込
み
か

完成が近い「トナリエ北広島」。左端はＪＲ北広
島駅西口
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公
開
質
問
状
に「
無
回
答
」で
応
じ
た

議
員
に
住
民
か
ら
高
ま
る
非
難
の
声

■
仁
木
町
の
住
民
監
査
請
求
で
問
わ
れ
る
議
会
対
応

な
る
可
能
性
も
あ
る
」と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
。

「
ト
ナ
リ
エ
北
広
島
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る「
地
域
の
住
民
、
事
業

者
、
観
光
客
、
フ
ァ
ン
な
ど
北
広
島
市
を

大
好
き
な
人
々
が
集
ま
る
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

の
ベ
ー
ス
基
地
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
は

ど
の
よ
う
な
形
で
実
現
す
る
の
か
。

　

北
広
島
市
内
で
20
年
以
上
、
飲
食
店
を

経
営
す
る
店
主
は
、「
出
店
募
集
説
明
会
に

出
席
し
た
が
、
高
額
な
賃
料
な
ど
ハ
ー
ド

ル
が
高
す
ぎ
る
。
野
球
が
な
い
時
に
ど
れ

だ
け
集
客
で
き
る
の
か
。
不
安
要
素
が
多

く
正
直
、
地
元
の
商
業
者
は
出
店
し
づ
ら

い
」と
本
音
を
明
か
す
。

　

計
画
で
は
、
複
合
ビ
ル
は
飲
食
店
だ
け

で
な
く
、
２
階
に
は
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を

設
け
て
日
ハ
ム
戦
や
人
気
ス
ポ
ー
ツ
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
行
な
っ
て
集

客
を
図
る
。
４
階
か
ら
５
階
に
は
地
域
住

民
も
使
え
る
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

（
共
同
の
仕
事
場
）、
そ
の
上
層
階
に
は
１

５
８
室
の
ホ
テ
ル
な
ど
が
入
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
す
で
に
飲
食
店
や
物
品
販

売
な
ど
の
店
舗
エ
リ
ア
の
デ
ザ
イ
ン
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
先
ほ
ど
の
店
主

で
は
な
い
が
、
賃
料
や
諸
経
費
の
高
さ
だ

　

こ
の
問
題
は
、
総
務
省
の「
地
域
力
創

造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」と
し
て
全
国
の
自
治

体
に
近
づ
き
、仕
事
を
受
注
し
て
い
た「
ワ

ン
テ
ー
ブ
ル
」の
前
社
長
、
島
田
昌
幸
氏

の「
地
方
議
会
な
ど
雑
魚
」「（
行
政
の
）職

員
は
バ
カ
」な
ど
の
暴
言
に
端
を
発
し
て

い
る
。
仁
木
町
は
22
年
度
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業
務
を
同
氏
が

社
長
を
務
め
る
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
に
委
託
し

て
い
た
が
、
島
田
氏
は
暴
言
の
責
任
を
取

り
23
年
３
月
に
社
長
を
辞
任
。
と
こ
ろ
が

23
年
度
は
同
社
の
子
会
社
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
実
証
事
業
を
受
託
し
て
い
た
。
両
社

は
い
ず
れ
も
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
手

を
上
げ
、
２
年
間
で
１
億
円
を
超
す
委
託

料
が
国
の
補
助
金
で
支
払
わ
れ
た
。

　

宮
下
氏
は
、
両
事
業
の
業
務
委
託
は
町

に
対
す
る
書
類
提
出
の
不
備
な
ど
か
ら
官

製
談
合
の
疑
い
が
あ
る
と
指
摘
。
佐
藤
聖

一
郎
町
長
ら
に
損
害
賠
償
請
求
す
る
よ
う

町
に
求
め
た
住
民
監
査
請
求
を
今
年
３
月

か
ら
７
月
に
か
け
５
回
行
な
っ
た
が
、
監

町
民
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
努
力
を
期

待
し
て
い
ま
す
」（
Ｅ
さ
ん
）

　

Ｌ
さ
ん
は
、「
こ
の
こ
と
、
き
っ
と
定
例

会
で
は
取
り
上
げ
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
出

し
て
も
形
式
だ
け
で
論
議
す
る
こ
と
は
し

た
く
な
い
。（
中
略
）も
は
や
議
会
と
し
て

の
機
能
停
止
だ
ね
。
百
条
委
員
会
な
ん
か

今
の
議
員
の
能
力
で
は
無
理
、
無
理
」と

手
厳
し
い
。

　

議
会
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
ら
れ
な

い
の
か
と
い
う
声
も
あ
れ
ば
、
次
の
よ
う

な
新
人
議
員
へ
の
苦
言
も
あ
っ
た
。

「
新
人
は『
住
民
の
声
を
尊
重
し
た
い
』と

公
約
し
て
も
、
今
回
の
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
や

島
田
氏
の
一
件
を
全
然
勉
強
し
て
い
な
い
。

（
中
略
）我
々
の
税
金
が
企
業
の
儲
け
に
使

わ
れ
、
町
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
何

の
問
題
意
識
も
持
た
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

再
エ
ネ
が
ら
み
案
件
を
全
会
一
致
で
承
認

す
る
。
こ
れ
で
議
会
と
し
て
の
責
任
を
果

た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」（
Ｍ
さ
ん
）

「
新
人
議
員
に
申
し
た
い
。
議
長
に
く
っ

つ
い
て
い
て
も
立
派
な
議
員
に
な
れ
ま
せ

ん
」（
Ｎ
さ
ん
）

　

宮
下
氏
は「
住
民
の
中
に
は
匿
名
で
は

な
く
実
名
で
訴
え
た
い
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
続
々
と
集
ま
っ
て
く
る

声
を
議
会
、
議
員
は
無
視
す
る
つ
も
り
で

し
ょ
う
か
」と
話
し
て
い
る
。（
武
智
敦
子
）

ろ
う
。
昨
年
10
月
の
説
明
会
で
は
、
テ
ラ

ス
付
き
の
約
11
坪
ほ
ど
の
店
舗
の
賃
料
が

諸
経
費
を
含
め
て
月
額
約
22
万
円
と
さ
れ
、

出
店
に
は
敷
金
１
３
０
万
円
以
上
が
必
要

と
い
っ
た
条
件
が
提
示
さ
れ
た
。

　

北
広
島
駅
西
口
に
は
飲
食
店
が
入
る
雑

居
ビ
ル
が
２
、
３
軒
あ
り
、
こ
こ
と
同
程

度
の
広
さ
で
比
較
す
れ
ば「
ト
ナ
リ
エ
」は

３
倍
を
超
え
る
賃
料
と
い
う
印
象
。
こ
の

価
格
差
に
市
内
の
不
動
産
業
者
は
、「
地
元

の
業
者
が
入
れ
る
よ
う
な
金
額
で
は
な
い
。

し
か
も
球
場
に
隣
接
す
る
Ｊ
Ｒ
の
新
駅
が

で
き
れ
ば
北
広
島
駅
西
口
を
利
用
す
る
人

は
減
る
は
ず
。
複
合
ビ
ル
で
の
開
業
に
将

来
性
が
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
」と

指
摘
す
る
。

　

北
広
島
市
の
当
初
予
想
に
よ
る
と
、
野

球
が
開
催
さ
れ
る
休
日
の
北
広
島
駅
の
１

日
当
た
り
の
利
用
客
は
約
１
万
３
千
人
で
、

平
日
平
均
は
約
９
千
人
。
球
場
近
く
の
Ｊ

Ｒ
新
駅（
２
０
２
８
年
度
完
成
予
定
）が
で

き
れ
ば
、
北
広
島
駅
の
利
用
客
は
休
日
で

約
５
千
４
０
０
人
、
平
日
平
均
で
３
千
６

０
０
人
に
減
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
一
部
の
基
礎
工
事

が
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｒ
新
駅
に
つ
い
て
、「
北
広

島
駅
西
口
へ
の
集
客
と
い
う
面
で
は
、
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因
」と
捉
え
る
関
係
者

も
い
る
。　
　
　
　
　
　

   　
（
黒
田 

伸
）

住民の声をまとめ町内に配布したチラシ

　

仁
木
町
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
業
務
な
ど
を
め
ぐ
り
同
町
の

農
業
、
宮
下
周
平
氏（
73
）が
町
に
起
こ
し

て
い
た
住
民
監
査
請
求
を
め
ぐ
り
、
こ
の

問
題
を
取
り
上
げ
な
い
仁
木
町
議
会（
定

数
９
）に
住
民
の
非
難
が
高
ま
っ
て
い
る
。

６
月
下
旬
に
宮
下
氏
の
妻
、
洋
子
氏
が
町

議
全
員
に
そ
の
理
由
や「
百
条
委
員
会
」設

置
へ
の
意
見
な
ど
を
質
す
公
開
質
問
状
を

送
付
。
７
月
３
日
ま
で
の
返
答
を
求
め
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員
が「
無
回
答
」だ
っ

た
か
ら
だ
。

査
委
員
会
は
い
ず
れ
も
却
下
し
て
い
る
。

　

公
開
質
問
状
へ
の
回
答
を
避
け
た
町
議

の
う
ち
８
人
が
口
頭
で
の
や
り
と
り
に
は

応
じ
た
。
洋
子
氏
は
そ
の
内
容
を「『
公
開

質
問
状
』の
回
答
発
表
!!
」の
タ
イ
ト
ル
で

チ
ラ
シ
に
ま
と
め
、
７
月
中
旬
の
新
聞
折

り
込
み
で
町
内
に
配
布
し
た
。

　

チ
ラ
シ
か
ら
議
員
の
対
応
を
知
っ
た
住

民
か
ら
宮
下
さ
ん
夫
妻
の
元
に
は
、
怒
り

の
声
が
多
く
届
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
編

集
し
た
も
の
を「『
公
開
質
問
状
の
回
答
』

を
読
ん
で 

住
民
の
感
想
」と
題
し
、
チ
ラ

シ
と
し
て
８
月
５
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で

に
計
６
回
配
布
。
こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ

た
住
民
の
声
を
拾
っ
て
み
る
と
─
─
。

「
選
挙
の
時
だ
け
い
い
こ
と
を
言
い
農
業

こ
そ
基
幹
産
業
と
力
説
す
る
が
、
選
挙
が

終
わ
っ
た
ら
何
も
や
っ
て
く
れ
な
い
。
何

も
勉
強
し
な
い
で
、
賛
成
反
対
だ
け
で
お

金
を
も
ら
う
給
料
泥
棒
！
」（
Ａ
さ
ん
）

「『
他
の
議
員
さ
ん
ど
う
で
し
た
？ 

●
●

さ
ん（
※
ワ
ン
テ
ー
ブ
ル
の
問
題
を
議
会

で
追
及
し
た
議
員
）何
か
言
っ
て
い
ま
し

た
？
』。
こ
の
言
葉
が
議
会
の
全
て
を
物

語
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」（
Ｂ
さ

ん
）

「
議
員
は
高
額
な
歳
費
を
も
ら
っ
て
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
無
回
答
で
は
な
く
、
自

分
の
得
意
な
夢
で
も
語
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。


